
  

 
 

日
（
金
）
は
、
早
朝
６
時 

に
愛
媛
を
出
発
し
、
航
空
自
衛 

隊
浜
松
広
報
館
（
エ
ア
ー
パ
ー

ク
）
を
見
学
し
ま
し
た
。
広
報

館
で
は
、
展
示
資
料
館
と
展
示

格
納
庫
の
多
数
の
展
示
物
を
見

学
、
ま
た
隣
接
す
る
滑
走
路
で

の
練
習
機
の
離
発
着
の
様
子
も

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
航
空

自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
を
深

め
て
、
夜
７
時
に
宿
泊
地
沼
津

に
到
着
し
ま
し
た
。 

 

翌 

日
（
土
）
は
、
晴
天
の

中
、
富
士
総
合
火
力
演
習
を
見

学
し
ま
し
た
。
前
段
演
習
「
陸

上
自
衛
隊
の
主
要
装
備
品
の
紹

介
」
、
後
段
演
習
「
島
嶼
部
に

対
す
る
攻
撃
の
対
応
」
で
の
実 

７
月
１
日
（
水
）
松
山
駐
屯
地
に
お
い
て
、
本
部 

長
及
び
松
山
駐
屯
地
部
隊
の
中
隊
長
等
参
加
に
よ 

る
援
護
担
当
者
会
同
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

防
衛
大
学
校
で
の
生
活

は
、
「
４
月
は
慣
れ
な
く
て

つ
ら
い
事
が
多
か
っ
た
が
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
過

ぎ
た
あ
た
り
か
ら
楽
し
い
こ

と
が
増
え
て
き
た
。
」
「
平

日
と
休
日
で
オ
ン
と
オ
フ
が

ハ
ッ
キ
リ
し
て
お
り
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
生
活
が
で
き

る
。
」
「
休
日
の
外
出
が
楽

し
み
。
」
等
と
近
況
を
報

告
。
ボ
ー
ト
部
に
入
部
し
た

こ
と
を
聞
い
た
本
部
長
の

「
ま
た
、
厳
し
い
部
を
選
ん

だ
ね
？
」
と
の
感
想
に
は
、

「
雰
囲
気
を
み
て
選
び
ま
し

た
。
」
と
笑
顔
で
応
じ
た
。 

 

上
田
学
生
は
久
し
ぶ
り
の

故
郷
で
の
生
活
を
楽
し
み
つ

つ
、
高
校
の
恩
師
、
旧
友
等

に
防
衛
大
学
校
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
充
実
し
た
夏
休
み
を

送
り
ま
し
た
。 （

募
集
課
長
） 
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平成27年10月 

援
護
状
況
の
説
明
の
ほ

か
、
８

月 

日
（
木
）
に

実
施
さ
れ
る
愛
媛
地
区
合

同
企
業
説
明
会
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
隊
長
等
か
ら

は
援
護
状
況
や
合
同
企
業

説
明
会
に
参
加
予
定
の
企

業
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。 

会
同
の
最
後
に
本
部
長

か
ら
、
「
愛
媛
地
本
は
、

退
職
予
定
者
の
希
望
を
最

優
先
に
就
職
援
護
を
実
施

し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に

は
、
こ
れ
か
ら
訓
練
等
が

多
く
な
る
時
期
で
は
あ
る

が
、
退
職
予
定
者
が
円
滑

に
再
就
職
す
る
た
め
に
、

合
同
企
業
説
明
会
参
加
を

含
め
再
就
職
活
動
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。
」

と
参
加
し
た
中
隊
長
に
対

し
依
頼
し
ま
し
た
。 

 
 
 

（
援
護
課 

林
） 

 

平
素
よ
り
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成 

年
８
月
１
日
付
け
で
第
６
代
自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部

長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
大
関
雅
宏
と
申
し
ま
す
。 

 

愛
媛
県
に
お
け
る
自
衛
官
の
募
集
、
退
職
自
衛
官
の
就
職
援
護
、

予
備
自
衛
官
等
の
管
理
、
そ
し
て
地
域
と
の
連
絡
調
整
協
力
な
ど
を

行
う
地
方
協
力
本
部
に
お
い
て
、
本
部
長
自
身
が
現
場
に
出
て
汗
を

流
し
て
勤
務
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
地
方
協
力
本
部

の
職
員
に
は
「
愛
媛
地
本
一
丸
」
を
捧
げ
、
全
員
が
連
携
し
、
協
力

し
、
地
域
の
皆
様
方
の
期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。 

 

美
し
い
瀬
戸
内
海
や
宇
和
海
、
西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
に
囲
ま

れ
て
、
ま
た
深
い
歴
史
と
文
化
を
有
し
、
温
暖
な
気
候
に
も
恵
ま

れ
、
人
も
温
か
い
、
食
事
も
美
味
し
い
愛
媛
の
地
で
勤
務
で
き
る
こ

と
は
、
私
の
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
喜
び
を
か
み
締
め
つ

つ
、
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て
勤
務
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

今
後
も
引
き
続
き
地
域
の
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

27 

ヘリをバックに記念撮影 

会同の様子 

 
「
森
の
国
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
と

は
、
町
制
６
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
防
災
意
識
の
高
揚

と
防
災
知
識
を
高
め
る
た
め

に
松
野
町
が
主
催
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。 

 

当
日
は
、
台
風
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
た
が
、
風
が
や
や

強
い
も
の
の
晴
天
の
中
、
隊

区
部
隊
の
第 

高
射
特
科
中

隊
の
支
援
を
受
け
、
装
備
車

両
の
展
示
や
ミ
ニ
制
服
を
使

用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
の
作
成
を
行
い
ま
し

た
。 

 
 

 

南
予
の
東
端
の
松
野
町
で

は
自
衛
隊
の
車
両
を
見
る
こ

と
は
滅
多
に
な
く
、
自
衛
隊

の
装
備
品
に
興
味
を
持
つ
町

民
の
皆
様
か
ら
質
問
攻
め
に

あ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報

ブ
ー
ス
に
も
親
子
連
れ
が
集

ま
り
、
ミ
ニ
制
服
を
着
た
姿

を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
て
渡
す

と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
促

進
と
親
近
感
の
醸
成
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

の
活
動
が
少
し
で
も
組
織
的

募
集
基
盤
の
拡
充
に
繋
が

り
、
数
年
後
に
一
人
で
も
多

く
自
衛
隊
を
志
願
し
て
も
ら

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
（
宇
和
島 

高
橋
） 

宇
和
島
地
域
事
務
所
は
、
７
月 

日
（
日
）
松
野

町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ
た
「
森
の
国
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
で
、
広
報
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

珍しい自衛隊の車両に興味津々 

 

今
春
防
衛
大
学
校
へ
入
校
し
た
松
山
南
高
校
出
身
の
上
田
賢
太
学
生
は
、
夏
休
み

に
初
め
て
帰
省
し
、
父
親
の
上
田
隆
１
等
陸
曹
の
勤
務
す
る
愛
媛
地
方
協
力
本
部

で
、
入
校
に
際
し
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
、
本
部
長
を
表
敬
し
ま
し
た
。 

２６ 

 

８
月 

日(

木)

内
子
運
動
公
園
野
球
場
に
お
い
て
、

募
集
対
象
者
及
び
募
集
協
力
者
等 

人
に
対
し
、
Ｕ
Ｈ

‐
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
体
験
搭
乗
を
実
施
し
ま
し
た
。 

  

27 

27 
60 

14 

本部長と上田学生、上田１曹親子 

 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
到
来
に

よ
り
独
特
の
プ
ロ
ペ
ラ
音
と

風
圧
の
迫
力
を
体
感
し
た
参

加
者
は
搭
乗
す
る
前
か
ら
興

奮
気
味
に
な
り
、
空
の
散
歩

を
終
え
地
上
に
戻
っ
て
き
て

か
ら
は
、
「
上
空
か
ら
自
分

の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見

る
の
は
初
め
て
で
い
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。
」
「
飛
行

機
よ
り
も
ぜ
ん
ぜ
ん
乗
り
や

す
く
す
ご
く
気
持
ち
が
良

か
っ
た
。
」
な
ど
と
い
う
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
後
も
、
地
域
住
民
の

方
々
に
自
衛
隊
を
深
く
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え
て
自
衛
隊
を

広
報
し
て
い
き
ま
す
。  

（
募
集
課 

廣
瀬) 

40 

 

８
月 

日
（
金
）
～
８
月 

日
（
土
）
に
お
い
て
、

愛
媛
県
自
衛
隊
協
力
団
体
に
対
し
、
平
成 

年
度
富
士

総
合
火
力
演
習
の
見
学
を
支
援
し
ま
し
た
。 

21 

22 

27 

弾
射
撃
の
衝
撃
波
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
大
迫
力

の
演
習
を
見
学
し
、
時
折
、

大
き
な
歓
声
を
上
げ
な
が
ら

熱
心
に
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る

な
ど
、
そ
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。
演
習
が
終
了

し
、
陸
上
自
衛
隊
の
活
動
の

理
解
を
深
め
て
、
そ
の
日
の

深
夜
あ
時
に
愛
媛
に
到
着
し

ま
し
た
。 

 

今
回
の
見
学
は
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
愛
媛
～
富
士
間
往
復

計 

時
間
、
１
６
０
０ 

を

１
泊
２
日
で
移
動
す
る
過
酷

な
ツ
ア
ー
で
し
た
が
、
参
加

者
か
ら
は
「
各
自
衛
隊
の
活

動
に
つ
い
て
見
学
す
る
こ
と

が

で

き

て
、
大

変

勉

強

に

な
っ
た
。
」
「
是
非
次
回
も

見
学
し
た
い
。
」
と
い
う
意

見
を
多
く
寄
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 

 

今
後
も
協
力
団
体
へ
の
各

種
支
援
を
行
い
、
自
衛
隊
に

対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
じ
後
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
総
務 

後
藤
） 

21 

22 

12 

km 
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◇
募
集
課
募
集
班
長 

 

３
等
陸
佐 

田
川 

邦
彦 

 
 
 
 

 

（
９
月 

日
付
） 

 

海
上
自
衛
隊
岩
国
基
地
及
び
第 

航
空
隊
（
岩
国
） 

の
支
援
を
受
け
て
岩
国
基
地
生
活
体
験
・
Ｍ
Ｈ-

 

Ｅ 

の
体
験
搭
乗
を
行
い
、
高
校
生
・
教
諭 

名
が
参
加
し 

ま
し
た
。  

 

 

本
日
の
天
気
は
快
晴
で
ア 

ス
フ
ァ
ル
ト
の
照
り
返
し
と 

猛
暑
の
中
、
基
地
の
概
要
説 

明
、
飛
行
艇
操
縦
シ
ミ
ュ
レ 

ー
シ
ョ
ン
、
航
空
機
の
誘
導 

、
ベ
ッ
ト
メ
ー
キ
ン
グ
、
若 

年
隊
員
と
の
懇
談
を
実
施
し

ま
し
た
。
特
に
航
空
機
の
誘 

導
体
験
で
は
先
輩
隊
員
と
一 

緒
に
手
信
号
で
航
空
機
を
誘 

導
し
「
難
し
か
っ
た
。
大
き 

な
音
に
び
っ
く
り
し
て
思
う 

よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
。
」 

等
の
感
想
を
も
ら
い
、
若
年 

隊
員
と
の
懇
談
で
は
職
種
、 

生
活
環
境
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト 

等
の
愉
快
な
話
で
盛
り
上
が 

っ
て
い
ま
し
た
。 

 
２
日
目
は
、
朝
食
、
身
辺 

整
理
、
航
空
機
見
学
等
を
済 

ま
せ
、
待
ち
に
待
っ
た
航
空 

機
の
体
験
搭
乗
の
時
間
で

は
、
「
大
空
の
中
又
雲
の
中 

を
飛
ん
で
い
る
の
は
気
持
ち 

が

よ

く

眺

め

も

よ

か

っ

た
。
」
、
「
大
き
な
音
で
び 

っ
く
り
し
た
け
ど
安
心
し
て 

乗
れ
た
」
等
の
喜
び
と
感
動 

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
も
高
校
や
募
集
協
力 

者
に
対
し
て
自
衛
隊
に
対
す 

る
認
識
と
理
解
を
深
め
て
い

く
と
と
も
に
各
部
隊
の
協
力

を
得
て
体
験
搭
乗
を
は
じ
め

と
し
た
様
々
な
機
会
を
捉
え

た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
広

く
募
集
広
報
の
基
盤
を
拡
充

し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

（
募
集
課 

廣
瀬
） 

 

今
年
か
ら
、
愛
媛
県
内
の
主
要
大
学
が 

連
携
し
て
行
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ 

プ
合
同
説
明
会
に
参
加
し
、
大
学
内
で
説 

明
会
を
実
施
し
学
生
を
募
り
ま
し
た
。
大 

学
側
か
ら
は
事
前
に
、
関
心
の
あ
る
業
種 

を
選
択
す
る
学
生
の
他
に
あ
え
て
未
知
の 

業
種
を
選
択
す
る
学
生
も
多
い
と
の
傾
向 

を
伺
い
、
自
衛
隊
へ
の
認
識
を
高
め
る
と 

と
も
に
就
職
活
動
に
備
え
る
学
生
に
対
し 

役
立
つ
経
験
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
心
が 

け
て
実
施
し
ま
し
た
。
５
日
間
の
イ
ン 

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
防
衛
講
話
、
生
活
体
験 

、
課
題
作
成
と
い
っ
た
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー 

を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加 

し
た
学
生
か
ら
は
、
「
自
衛
隊
に
対
す
る 

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。
」
「
自
分
が
直 

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
解
っ
た
。 

」
「
今
後
の
学
生
生
活
・
就
職
活
動
に
役 

立
つ
経
験
が
で
き
た
。
」
等
の
感
想
が
寄 

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
５
日
間
で
は 

短
す
ぎ
る
、
も
っ
と
日
数
を
増
や
し
て
欲 

し
い
。
」
「
自
衛
隊
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ 

プ
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
た
就
活
に
必
要 

な
能
力
を
認
識
し
高
め
る
こ
と
が
で
き
る 

。
こ
の
こ
と
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
方 

が
良
い
の
で
は
。
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ 

ス
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
参
加
学
生
の
意
見
を
参
考
に
、 

自
衛
隊
へ
の
関
心
が
高
く
な
い
学
生
に
も 

広
く
自
衛
隊
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し 

て
、
今
後
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施 

し
て
い
き
ま
す
。
（
募
集
課 

広
報
室
長
）  

 

８
月 

日
（
月
）
～
９
月
４
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯 

の
協
力
で
大
学
生
等
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

～ 

募 集 情 報 
募集種目  応募資格 受付期間 試験期日 

陸 上 自 衛 隊 

高等工科学校生徒  

推薦 

11月1日 

 

12月4日 

28年1月9～11日 

＊いずれか1日を

指定 男子で中卒(見込

含)17歳未満の者  

一般 

11月1日 

 

H28年1月8日 

28年1月23日 

 

今
回
は
、
６
月 

日
付 

及
び
７
月
１
日
付
で
採
用 

さ
れ
た
予
備
自
衛
官
補
（ 

一
般
公
募
７
名
・
技
能
公 

募
１
名
）
が
参
加
し
、
本 

部
長
か
ら
辞
令
書
を
交
付 

す
る
と
と
も
に
予
備
自
衛 

官
等
の
重
要
性
に
つ
い
て 

訓
示
を
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
予
備
自
衛
官 

制
度
の
説
明
及
び
地
本
担 

当
者
と
の
懇
談
を
行
い
、 

今
後
の
教
育
訓
練
参
加
に 

向
け
た
激
励
と
不
安
の
解 

消
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
後
も
予
備
自
衛
官
補 

と
の
関
係
強
化
に
努
め
、 

教
育
訓
練
へ
の
参
加
を
促 

進
し
て
、
予
備
自
衛
官
へ

の
任
用
に
繋
げ
て
い
き
ま

す
。 

（
援
護
課 

寺
澤
） 

 

航
空
自
衛
隊 

中
央
音
楽 

隊
に
よ
る
愛
媛
公
演
は
、
実 

に 

年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
第 

１
部
は
、
「
吹
奏
オ
リ
ジ
ナ 

ル
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
名
曲
選
」 

と
題
し
て
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー 

ド
」
等
、
吹
奏
楽
の
シ
ン
フ 

ォ
ニ
ッ
ク
な
サ
ウ
ン
ド
を
、 

第
２
部
「
ポ
ッ
プ
ス
・
イ
ン 

・
ブ
ラ
ス
」
で
は
懐 

か
し
い
ポ
ピ
ュ
ラ
ー 

音
楽
か
ら
ジ
ャ
ズ
ナ 

ン
バ
ー
、
「
ひ
だ
ま 

り
の
詩
」
等
を
演
奏 

し
ま
し
た
。
演
奏
終

了
間
際
、
音
楽
隊
隊

員
に
よ
る
観
客
席
で

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ

り
、
演
奏
終
了
後
も
拍
手
は

鳴
り
止
ま
ず
、
指
揮
者
の
五

味
渕
２
空
尉
は
「
ゲ
ッ
ト
・

イ
ッ
ト
・
オ
ン
」
で
大
声
援

に
応
え
ま
し
た
。
終
了
後
、

演
奏
途
中
に
花
束
贈
呈
を
し

た
中
学
生
は
「
音
楽
隊
の
皆

さ
ん
の
演
奏
を
聴
い
て
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
と
て
も
楽
し
そ

う
に
楽
器
を
奏
で
て
い
る
姿

に
胸
が
熱
く
な
り
、
ど
の
演

奏
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。
と
て
も
素
敵
な
夏
の
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

閉
演
後
、
ロ
ビ
ー
で
行
わ 

れ
た
音
楽
隊
員
と
の
記
念
撮 

影
の
場
に
は
、
多
く
の
高
校 

生
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
航
空 

自
衛
隊
音
楽
隊
へ
の
関
心
の 

高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。 

（
募
集
課 

広
報
室
長
） 

 

７
月 
日
（
火
）
愛
媛
県
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
航
空
自
衛
隊 

航
空
中
央
音
楽
隊 

の
「
第 

回
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト 

愛
媛
」
を
支
援
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
防
衛
協 

力
３
団
体
が
主
催
し
、
招
待
者
を
含
め
約
２
２
０
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。  

 

７
月
５
日
（
日
）
平
成 

年
度
に
採
用
さ
れ
た 

予
備
自
衛
官
補
に
対
す
る
辞
令
書
交
付
式
を
実

施
し
ま
し
た
。    

27 

14 

お客さんと一体となって盛り上がりました 

 

◇
第
５
旅
団
司
令
部 

幕
僚
長
へ 

 

本
部
長 

１
等
陸
佐 

天
本 

博
文  

◇
呉
造
修
補
給
所
貯
油
所
へ 

 

宇
和
島
地
域
事
務
所
長 

 
 
 
 

１
等
陸
尉 

山
本 

洋
行 

 

◇
第 

教
育
大
隊
へ 

 

大
洲
地
域
事
務
所 

広
報
官 

２
等
陸
曹 

馬
場 

智
博 

（
以
上
８
月
１
日
付
） 

交付式後の懇談 

31 

時 期 行  事  名 内   容 

10月18日(日)    
おおにしフェスタ 

装備品展示、広報ブース等 
場所：今治市藤山健康文化公園 

10月18日(日)     
ほほえみフェスタ 

装備品展示、広報ブース等  
場所：松山市道後友輪荘 

10月18日(日)  
久万林業まつり 

装備品展示、広報ブース 
場所：上浮穴郡久万高原町久万公園 

10月25日(日)  
四国中央子育てフェスタ 

装備品展示等  
場所：四国中央市伊予三島運動公園 

10月25日(日)  
よしうみ秋のバラフェスタ 

装備品展示、広報ブース  
場所：今治市よしうみバラ公園 

11月 3日(火)  
おまつり村 

装備品展示、広報ブース 
場所：大洲市肱川緑地公園 

 

111 

28 35 

in 

22 

110 

◇
本
部
長
へ 

 

東
方
総
監
部
装
備
部
後
方
運
用
課
長 

 
 

 
 

１
等
陸
佐 

大
関 

雅
宏 

 

◇
松
山
募
集
案
内
所
長
へ 

 

中
方
総
監
部
募
集
課 

３
等
陸
佐 

大
隅 

光
一 

 

◇
宇
和
島
地
域
事
務
所
長
へ 

 

第 

教
育
大
隊 

１
等
陸
尉 

仲
谷 

正
樹 

 

◇
援
護
課 

予
備
自
衛
官
係
へ 

 

第 

旅
団
付
隊 

１
等
陸
曹 

山
本 

幸
二 

（
以
上
８
月
１
日
付
） 

◇
募
集
課 

広
報
・
渉
外
専
門
官 

行
（
一
）
３ 

中
本 

成
継 

 
 
 
 

 

（
９
月 

日
付
） 

◇
募
集
課 

募
集
班
長
へ 

 

松
山
募
集
案
内
所
長 

 

３
等
陸
佐 

大
野 

 

聡 

 

◇
援
護
課 

援
護
班
長
へ 

 

総
務
課 

管
理
班
長 

行
（
一
）
３ 

岩
佐 

 

悟 

 

◇
総
務
課 

管
理
班
長
へ 

 

募
集
課 

募
集
係
長 

陸 

曹 

長 

安
田 

伸
二 

 

◇
大
洲
地
域
事
務
所 

広
報
官
へ 

 

援
護
課 

予
備
自
衛
官
係 

１
等
陸
曹 

片
岡 

良
一 

（
以
上
８
月
１
日
付
） 

30 

110 14 

53 

19 

15 

30 

ピザを食べながら若い隊員との懇談 

課題を発表するインターンシップの学生 

～ 

～ 


